
数学Ｂ 等差数列 ( )年( )組( )番( )
と う さ すうれ つ

正の奇数を昇 順にならべると 1, 3, 5, 7, 9, ･･･になる。この様に一定の数を次々に
せ い き す う し ょうじ ゅん よ う いっ てい か ず つぎ つぎ

加えてできる数列を( )という。一つ前の項との差を( )という。
く わ すう れつ ひと まえ こ う さ

初項 a , 公差 d の数列の第 4項までを a と d を用いて 表すと
し ょこ う こ う さ すう れつ だ い こ う もち あら わ

a1 ＝ a2 ＝ a3 ＝ a4 ＝

したがって，一般項は an＝ a ＋( － ) d になる。
いっ ぱん こう

問題 A 次の数列の初項と公差を求めよ。
つ ぎ すうれ つ しょ こう こ う さ もと

(1) 1, 3, 5, 7, 9, ･･･ (2) 3, 6, 9, 12, ･･･ (3) 100, 99, 98, 97, ･･･

初項 公差 初項 公差 初項 公差
し ょこう こ う さ しょ こう こ う さ し ょこう こ う さ

問題 B 次の数列の第 4 項まで書き , 一般項 anを求めなさい。
つ ぎ すうれ つ だい こう か い っぱん こう もと

(1) 初項 2 , 公差 3
し ょこ う こ う さ

a1 ＝ a2 ＝ a3 ＝ a4 ＝

an＝

(2) 初項 10 , 公差 －2
し ょこ う こ う さ

a1 ＝ a2 ＝ a3 ＝ a4 ＝

an＝

問題 C 次の数列の初項 a1 , 第 2項 a2 と公差 d を求めよ。
つ ぎ すうれ つ しょ こう だい こ う こ う さ も と

(1) an＝ 2n

a1 ＝ a2 ＝ d＝

(2) an＝ 3n － 2

a1 ＝ a2 ＝ d＝

(3) an＝－ n ＋ 2

a1 ＝ a2 ＝ d＝

問題 D 次の数列の第 11項を求めよ。
つぎ す うれつ だい こ う もと

(1) an＝ 2 n－1 (2) 初項 1 , 公差 3 (3) 2, 5, 8, 11,･･･
しょ こう こ う さ

問題 E 次の数列が等差数列になるように に当てはまる数字を書きなさい。
つぎ す うれつ と う さ す う れ つ あ す う じ か

(1) 1 , , , 7, , ･･･ (2) , 26 , , , , 10 , ･･･

問題 F 第3項が 0, 第8項が 30 である等差数列の一般項を求めよ。
だ い こう だ い こう と う さ す う れ つ いっぱ んこう もと

初項を a, 公差を d とすると
しょ こう こ う さ

a3 ＝ a ＋( －1) d ②･･･ a ＋ d＝

a3 ＝ a ＋ d ＝ ･･･① －) ①･･･ a ＋ d＝

a8 ＝ a ＋( －1) d d＝

a3 ＝ a ＋ d ＝ ･･･② d＝
①に代入 して

だい にゅう

①と②の連立方程式を解いて a ＋ ＝
れんり つほ うてい しき と

a ＝ , d＝ になる。 a ＝

一般項 an＝ +( －1 ) ＝
い っぱ んこう

等差中項
と うさち ゅう こう

a, b, cがこの 順で等差数列になるとき，bを( )という。
じ ゅん と う さ す う れ つ

公差を dとすると，b＝a＋d, c＝b＋dとなり，式を整理すると 2b＝a＋cになる。
こ う さ し き せ い り

調和数列
ち ょうわ すう れつ

1 1 1 1
数列 { a n } の逆 数でできる数列 , , , ･･･ , が等差数列のとき
す うれ つ ぎ ゃくす う す うれつ と う さ す う れ つ

a1 a2 a3 an

この数列を( )という。
すう れつ

発展問題 G 調和数列 6, 3, 2, ･･･の一般項を求めよ。
ちょ うわす うれ つ いっ ぱん こう も と

1 1 1 1
逆 数 , , を通分すると ,( ),( )になる。ぎ ゃく すう つう ぶん

6 3 2 6

この数列は初項( ), 公差( ), 一般項 an ＝( )すう れつ し ょこう こ う さ いっぱ んこう

よって , この調和数列の一般項は( an ＝ )になる。ちょ うわす うれつ いっぱ んこ う


